
カトリック鈴蘭台教会 週報 2023(令和 5)年 4月 23日 

今週  

1. 今日ミサ後 教会会計監査があります。 

 

各委員会・係からのお知らせ 

1. 典礼委員会より・ 

5月は聖母月です。5月 7日(日)から 28日(日)まで、主日ミサの前、午前 9時 20分から 

ロザリオの祈りを 1連唱えますので、それまでにご着席くださいますようよろしくお願いいた 

します。 

2. 社会活動委員会より・ 

①13日（木）の炊き出しは配給数 110名に対して 19名の皆様にご協力を頂きました。また募 

金、お米の寄贈にも感謝いたします。これからも祈りとともにご協力お願いします。 

②1月から 3月までの「５円ランチ」募金・3ヶ月分を「ハウスオブジョイ基金」へ 14,843円 

と「ウクライナ危機人道支援」へ 14,843円を送金いたしました。この募金は教会内外の皆さ 

ま方の温かな善意にささえられております。これからも祈りとともにご支援お願いします。 

③ウクライナ危機人道支援｣緊急募金について 4月第一の 2日 8,923円、第二の 9日 11,660円、 

５円ランチ 14,843円の合計 35,426円をカリタスジャパンに送金いたしました。これからも 

継続して皆様のご支援お願いします。なおカリタスジャパンの活動報告を掲示板に掲示して 

いますのでご覧下さい 。 

3. レジオ・マリエより・ 

5月の毎金曜日、ミサの前、午前 9時 30分からロザリオの祈りをいたします。どうぞご参加 

ください。 

4. 神戸バイブルハウス創立 20周年記念式典報告・ 

4月 15日(土)10時半から神戸栄光教会において、神戸バイブルハウス創立 20周年記念式典 

が開催されました。式典での説教は枢機卿カトリック大阪教区前田万葉大司教様。「春望や・バ 

イブルハウス・20年」の俳句で始まり「なぜ【みことば】を伝えるのか」シノドスについての 

説明・バイブルハウスの協力のもと、皆がひとつになってあらゆる社会活動、信仰を伝える。 

目標を大切にするための様々な分かち合いで継続することの大切さ。カトリック信徒としての 

働き協力の大切さも話されました。式典当初に関西学院グリ－クラブコーラスと．午後からは 

陣内大蔵牧師様のコンサートで各派の教会が一つになって楽しい式典に「共に歩む」ひと時を 

過ごすことができ感謝の祈りで終了しました。 

5. その他・ 

①ミサ参加にあたってのお願い 

 (a) 自宅で検温を行い、熱があるなど体調不良の場合は、ミサへの参加を自粛してください。 

 (b) ミサ参加時は、マスクを着用してください。 

 (c)  入館は信徒館入口から行ってください。その際アルコールでの手指消毒をお願いします。 

  (d)  今後もミサ中上部窓開放、下部窓より排気など換気を十分に行います。各自自主的に対 

策をし、体調管理に十分ご留意ください。 

②4月主日ミサ司式司祭 

主 日   司 式 司 祭 

4月 30日(日) 安旻祐神父 

 


